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430mhz を自宅からワッチしていると、聞き覚えのコ-ルサインが聞えました。

三鷹市のＪＡ１ＡＵＣ町田ＯＭでした。

とは云っても、過去にＪＡ１ＡＵＣ局とのコンタクトは有りません。

話しは、４０数年前の事になります。

アマ無線に目覚めた高校生の頃に、同級生であり無線仲間のＪＡ１ＳＩＶのお兄さん

が、ＪＡ１ＡＵＣ局だったのです。

高校生の頃に、ＪＡ１ＳＩＶの家に遊びに行くと、自作の送信機、受信機、ハイバン

ドのクリコン、電源など無線機が机に所狭しと沢山並べられていました。

また、自作のステレオＡＭＰや大きなスピ－カ－もあり、私にとっては夢の部屋でし

た。

そして、私も自作の送信機、受信機を作る時に、デザインはＪＡ１ＳＩＶの無線機を

ＣＯＰＹして作りました。

(写真はＮＥＴからＣＯＰＹしたＪＡ１ＡＵＣ局）

50Hmz 送信機の終段管２Ｅ２６はＪＡ１ＡＵＣ局の予備を借用して完成しました。

更に、300 オ－ム給電の３エレ八木も借用品で何とか 1966 年 3 月に開局出来ました。

その後のアルバイトで終段管が 6146 に変わり、３エレ八木が５エレ八木に変わる１年

間お世話になりました。

当時（1966 年）から昨年（2010 年）まで、ＡＵＣ局の信号を聞く事は有りませんで

したが、忘れられないコールサインでした。



小平の局とのＱＳＯが終わったので、ＢＫを掛けると直ぐに応答がありました。

ＪＡ１のコ-ルサインでも、再割り当ての局がいるので、町田ＯＭである事は、話方か

ら分かりましたが、「ＳＩＶ」のお兄さんである事を改めて確認しました。

そして、昔のお礼と、ＳＩＶとの懐かしい話をしてファイナルを送りました。

数日後、会社から帰ると、ＸＹＬから「三鷹の町田さんから電話があり電話が欲し

い」との云われました。

早速電話をして見ると、ＪＡ１ＡＵＣの町田ＯＭでした。

ＪＡＲＬへ電話をして、私の電話番号が分かったそうです。

ＪＡ１ＳＩＶ局は高校卒業後何度か、会いましたが、海外赴任が長く 40 年位は音信不

通でした。

町田さんから、ＳＩＶとＡＵＣさんの E-MAIL アドレスを教えて貰いました。

早速、ＳＩＶに E-MAIL を送ると直ぐに返事があり、中国で元気にしている様でした。

ＪＡ１ＳＩＶの局免が切れているので、ＪＡ１ＡＵＣさんが局免申請の為に、旧コ-

ルＢＯＯＫを探し出して、無事ＪＡ１ＳＩＶのコ－ルが復活しました。

その後、何度かＡＵＣさんとＱＳＯや、50.240 ロ-ルコ-ルのチェックインや E-MAIL

（写真は開局当時のＪＡ１ＷＯＢ ｒｉｇ）



のやり取りの中で、50Mhz のＡＭロ-ルコ-ルのＫＥＹ局や、ＪＡ１ＲＴＳ局や故ＪＡ

１ＢＳＺ局と知り合いと聞き、世の中狭いなと思いました。

そして、高校時代の無線仲間である、ＪＡ１ＷＯＣにこの事を有線で話しておくと、

私が電波実験の下見で移動した時にコ-ルがあり、電波伝搬実験終了後ＪＡ１ＳＩＵと

ラウンドＱＳＯもする事が出来ました。

残念ながら、ＪＡ１ＳＩＶはまだ帰国して無いので、アイボ-ルはしていませんが、40

年途絶えていたコンタクトが E-MAILで可能になりました。

近い内に、ＪＡ１ＳＩＵ/ＪＡ１ＳＩＶ/ＪＡ１ＷＯＢ/ＪＡ１ＷＯＣで、ラウンドＱＳ

Ｏが出来るのを楽しみにしています。

10 年位前から、開局当時ＯＭの方々がＱＲＶされています、50Mhz のＥスポで北海道

の 2文字ＯＭと 40 振りにＱＳＯが出来たり、移動運用時、昔に地域クラブのメンバ－

からコ-ルがあり昔を思い出して、ラグチュウ－になったり、高校時代の無線仲間が

240 ロ－ルコ－ルにチェックインして来たりで、楽しい出会いのＱＳＯがあります。

50.240 は私が再開局した頃に比べると、ＱＲＶする局が少なく寂しくなりました。

高齢化に伴いモ－ビル通勤が少なくなった為なのと思いますが、固定からもアクティ

ブにＱＲＶして欲しいと思います。

ＦＢな出会いがあるかも知れません。
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